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　 This　report 　investigates　the　relation 　of　change 　in　area 　and 　oQlor 　combination 　in　puしt三ng 　on 　cloth

striped 　pattern　to　their　visual 　images．

　 Striped　patterns　use 　vertical 　 stripes ．　Ratios　 of 　area 　 arc 且：1
，

且：3
，
1：5， 1：7　 and 　1：10　arc　us 《…d

for　two 　 colors 　combinations
，
　and 　l ：1：1

，
1：2：3　and 　 1：3 ：6　for山 ree 　 colors 　 combinations ．　 On 　the

color　five　vivid 　colors 　and 　whi 【e　are 　used 　in　the 　Practical　Co且or　Cor曲 tate 　SyStem．　 From　photo．

graphs　of　the　model 　wearing 　the　basic　one −piece　dress　with 　sUiped 　pattern，　their　8面 ped　co且ors

are 　changed 　by　a　color 　sirnulator 　and 　395　color 　slides （135　for　two 　color 　combinations 　and 　260

fer止 ree 　color 　combinations 　were 　made ．　 Image　effects 　were ¢ xamined 　by　the 　SD 皿 ethod 　 and

their　images　were 　examined 　by　factor　analysis ．　The 　relation 　bctween 　the　ratio 　of 　area 　a皿 d　color

◎ombinatio 【ms　that 　have　effect 　on　thc　images　was 　anaIyzed 　by　va 血 noe 　analysis 　and 　thc　quantifica−

tion　theory　1．
　 The 　r ¢ sults 　arc 　as　follews：

　Images　of 　striped 　patterns　with 　two 　color 　combinations 　can 　be　expressed 　in　t．errns 　of 　evaluation
，

conspicuousness ，　high−statured 　and 　softness ．　One　of 　thTec 　co10r 　combinations 　can 　be 駆 pressed
in　terms 　of 　eva 置uation

，
　conspicuousness 　and 　softness ．

　For　two 　color 　combinatio 叫 the 　relatiomhip 　belween 　the　ratio 　of　area 　and 　color 　combimations

having　effects 　on 　these　factors　is　greatly　effected 　by　white 　and 　bluc　at　a 　1
’
atio 　of 　1：10for　evaluation ，

red 　and 　yellow　at　a　ratio 　of 　1：lfor　conspicuousness
，
　blue　and 　whit ¢ at 　a 　ratio 　of 　1：lfor　high・staturcd

，

and 　red　and 　yellow　at　a　ratio 　of 　l」O　fbr　so 氏ness ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Received　September　1，1990）
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タ ，
　 factor　analysis 因子分析，　 quantification 　theory 　I 数量化理論 1 預．

　 1． 緒　 　言

　日常生活 に お い て 被服は，個人の 嗜好や 感情に よ り選

択され，着用 され る，な か で も着用動機とな る 色彩 の 選

択 が 重要で あ る こ とは よ く知 られて い るが ， 実際に 配色

面 で 重要 とな る面積効果 は，美的効果を高め る うえ で，

大 きな 影響を 与えて い る．

　こ れ ま で 縞柄の イ メ ージ に 関 す る研 究 は 数 多 く報

告
1）’「3》

され て は い るが ， 縞の 面積とそ こtc配す る色彩 を

系統的に 変化 させ た 研究例 は 数少な い ．

　そ こ で筆老 らは ， 被服 に お け る縞柄の 面積 と配色効果

に つ い て 着用 上 よ り検討 し た い と考 え，カ ラーシ ミ＝

レ ー
タ を用 い て ，縦の 縞柄に 2 色，な らび に 3色配色を

施 し，人 体 に 着用 し た 場合の 立 体的な見えが，面積比 に

よ っ て どの よ うな イ メ
ージ変化を 与える か を因子分析を

用 い て 検討 した．ま た 分散分析と要因分析を 行い ， 縞柄

イ メ
ー

ジ に 影響を及ぼす面積比と配色 との 関係を 明 らか
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に した．

　2． 実験方法

　（1）縞柄 の 面積比 と色彩 の 選定

　被服 の 模様は，

た．

日 本家 政学 会誌　Vo1．42　No ．　12 （1991）

表 1。基 本　色

番号 系 統 色 名
ソ

号

一ト

己

　

至胃 Jls記号

　　　　　　　　幾何学 図 形 の 代表 で あ る縦 の 縞柄と し

　　 こ の 縞柄 に 対す る面積比 の 割合 は ， 基準とな る縞幅

を 1 と し，連続的に 変化 させ て い く他方 の 縞幅を 2色配

色 は 1， 3，5， 7， 10 の 割合 の 5 種類，3 色配色は 且と 1，

2 と 3， 3 と6 の 割合 の 3 種類と し た ．これ を 図 1に 示

す．

　面積比 に 配す る色は ， 日本色研配色体系 P．C．　C．　S．よ

り純色 に 相 当す る ビ ビ ッ ド トーソ の 赤 （R ）， 黄 （Y），緑

（G ），青 （B）， 紫 （P）の 5 色 と無彩色の 白 （W ）を加え

た 計 6色 と し，表 1 に 示 し た 。
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図 1．縞柄の 面積比

　 選出 した 面積比 と色の 組合せ は，系統的に な る よ うす

ぺ て の 組合せ を考えた、こ の
一

例を表 2 に 示 し 説明す る

と ， 面積比 1 ： 3 の 2 色配色の 場 合，赤が 1，黄が 3 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

割合 となる 配色と，赤が 3，黄が 1の 割合とな る配色が

考 え られ る た め 30 通 りで きる，他 の 面積比 1 二 5，1 ；7，

且： 10 に つ い て も同 様で あ る．し か し面 積 比 1 ： 1 は 基

準 とな る縞幅 と変化 させ て い く他方の 続幅 とが同 じ面積

比 である た め 15通り と な り，合計 畳35 通 りの 配色を構

成 した ．3 色配色の 場合も同方法 で 面積比 1 ：2 ： 3，

1 ： 3 ：6 は色 の 位置 の 入 れ 替 え を行 い ，各 120通 りで き

る．そ し て 面積比 1 ： 1 ： 1 は 20 通 り とな り，合 計 260

通 りの 配色を構成 し た ，

　 （2）試料作製

　被 服 着用 状 態 に よ る縞柄 イ メ ージ の 面積 と配色効果を

カ ラ ーシ ュ ミ レ ータ （676RC ， 日本色彩研究所製）を 用

い 検討す るた め，基準幅 1 が 0．7cm で ある 縞柄の 綿布

を使用し ，
ベ ーシ ッ ク な衿な し半袖 ワ ン ピース を作製 し

た．縞幅は ， 加藤らが 行 っ た 「被服に お け る縞柄 の 配色

効果 」
P

の 研究報告を参考 に 決定 した．

　 ワ ン ピー
ス は

一
般的な女子学生をモ デ ル に して 着用 さ

せ ， こ れを撮影 し て カ ラ
ー

ポ ジ フ ィ ル ム を 作成 した ．そ

して こ れ を 基に カ ラ
ーシ ミ ュ レ

ー
タ の A チ ャ ン ネ ル か ら，

写真操作 に よ り被服 を黒 くお お い
，

モ デ ル の 顔や 手足 ，

背景の 色を出すよ うに し， 縞柄の た とえば 3 色配色 の 場

合で は B，C，　D チ ャ ン ネ ル か らお の お の 色の 出 る 部分を

透明に 抜 き，面積比 の 異な る縞の 色が出る よ うに シ ミ ュ

レ ーシ ョ ン フ ィ ル ム を作成 し た．で きあが っ た フ ィ ル ム

は，ス ク リーン 上 で 各像が一体 とな る よ う重ね 合 わ せ ，

合成 した．こ の と きス ク リーン とカ ラ ーシ ミ ュ レ ー
タ と

の 距離 は，4m とした ．

　基本色は C 光源下に 置き，ス ク リーソ 上 に 縞柄模様 の

色を写 し視感的に 比較しなが ら， カ ラーシ ミ ＝ レ ー
タ の

調整器 で HUE ，　BRIGHT ，　SATURATION を操作し

て ，物体色 と光源色で 様相 は 異なる が所定の 色 を作 り，
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表 2．面積比 と色の 組合せ 例

2　 色　配 　色 3 色 配 色

色 の 組 合せ 　　1 ： 3　3 ： 且　　 色 の 組 合 せ 1 ：2 ： 3 　1 ： 3 ：2 　2 ： 1 ： 3 　2 ： 3 ： 1 　3 ： 1 ： 2 　3 ： 2 ； 1
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図 2．縞柄の 試料例 （2 色配色の 場合）

左 1 ： 3， 右 1 ：7

ズーム レ ン ズ を使用 しス ラ イ ド撮影 した．完成 した ス ラ

イ ド枚数は 2色配色が 135枚 ， 3 色配色が 260 枚で ある．

作製した 試料例を図 2 に 示す．

　（3） イ メ ージ の 評定 方法

　縞柄の イ メ ージ評定 は，表 4 に 示 す よ うに オ ズ グ ッ ド

の 評価性，活動性，力1 性を表す形容詞 に ， 縞柄 の 錆視

の 影響を考慮 した，背を高 く見せ る，ふ っ くら した，の

形容詞を加え，計 16対を選択 した ，そ の さ い ．先に 報

告 され て い る 論文
4 ，

も参考 に し た ．

　評価方 法は SD 法に よ る 5段階評定 で 行 っ た．被験者

は椙山女学園大学学生 で あり，ス ラ イ ドを 2 色配色と 3

色配色に 分けて ラ ソ ダ ム に 提示 し，お の お の 38 名と 30

名 で 実験を進め た ．

　観察は ス ラ イ ドを映写した ま まの 完全な暗室状態で 行

い ，ス ク リーソ 上 に モ デ ル が等身大 とな る よ うに 写 し出

した．そ して 被験者は ， 映写画面 よ り 3〜6m 離れた 正

面位置か ら視角 15〜30°

で，1回 あた り 20枚ずつ 評定 し

た ．な お ス ク リ
ー

ソ 上 の 基本色 の 輝度値 は 裘3 に 示 す と

お りで ある．

　評定結果よ り各項目 ご とに 5 〜1 の 得点を与え，試料

ご とに お の お の の 形容詞 の 平均値を算出 し，こ れを 変数

として 主因子解に よ る因子分析を行い
， 因子負荷t を求

め た，そ して 面積効果に よ る縞柄の 2色 お よび 3色 配 色

の イ メ ージ 因子を 抽出 す る と と もに ， 各 試料の 因 子 得点

を算出 した．

　次に 各因子に 対 し要因 とな る面積比 と配色
・
配置が ，

（1075） 57

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

日 本寮政学会誌　Vol．42　N （）．　12 （1991）

表 3．輝度測定値
＊

基　本　 色 輝度 （cd ／mt ）

RYGBPW 5．4343

．449

，162

，884
，0863
，01

＊
ス ラ イ ドス ク リ

ーソ 上 の 値

どの 程度影響を及ほすか を因子得点を基に 2 元配置に よ

る分散 分 析 を 用 い て 検討 し た．

　 また 被服 の 縞柄 イ メ ージ を 高め る 面積比 と配色 ・配置

の 関係を 具体的に 調べ るた め ， 因子得点 を外的基準 と し

面積比 と配 色 ・配置を変量 とし ， 数量 化理論 工類
5，

に よ

っ て 要 因 分析を 行 っ た ，こ の さい 変量 とな る面積比 は 2

色配色 の 場合が 5 種 ， 3 色配色の 場合が 3 種 ， 配色 ・配

置は 基準とな る縞幅 1 に 配す る色 と連続的に 変化 させ る

他方の 縞幅の 色を カ テ ゴ リ
ーと した ．

　3． 実験結果 と考察

　（1）面積効果に お け る 被服の 縞柄イ メ ージ

　1） 因子分析

　面積比の 異な る 被服 の 縞柄イ メ
ー

ジ に つ い て SD 法で

評定 し，2 色，3 色配色別 に 形容詞を 変数 と して 因子分

析を した．求め た 因子負荷量は 表 4 に 示 す．因子抽出は

固有値1，0 以上 と した．

　 2 色 配 色に つ い て み る と， 第 1 因子 は 「あ っ さ りし

た 」，「好きな」， 「調和 」， 「ま と ま りが あ る」，「や さ し

い 」， 「軽快 な 」，「単純な」 の 因子負荷量が 高 く， 評価性

の 因子 と した．第 2 因子 は 「目立つ 」，「活動的な↓ 「明

るい i 「強い 」 の 因子負荷量が 高く，目立 ち の 因 子 と し

た．第 3 因 子は 「背が高 く見える」， 「ほ っ そ りと した 」

「繊細な」 の 因子負荷量 が 高 く，背 を 高 く見せ る 因 子，

第 4 因子は 「柔 らか い ⊥ 「暖か い 」 の 因子負荷量が高く，

柔らか さの 因子とした．第 4因子 まで の 累積寄与率は

88，6％ で あ り，2 色配色に よ る 面積比 の 異な る被服 の 縞

柄 イ メ
ー

ジ は 評価性 ， 目立 ち，背 を高 く見せ る，柔 らか

さ の 4 因子 で 構成され る．

　っ つ い て 3 色配色に つ い て調ぺ た．第 且因子は 「好ぎ

な 」，「軽 快 な 上 「単純 な」，「調和」，「あ っ さ り し た 1

「ま と ま りが あ る1 「や さ し い 」， 「明 る い 」 の 因子負荷

量が高く， 評価性 の 因子とした．第 2 因子 は 「目立 つ 一1，

「活動的な」，「強い 」， 「ダ イナ ミ ッ ク な」 の 因 子 負荷量

詔

が高く， 目立 ち の 因子 ， 第3 因子は 「ふ e くら し た 」，

「柔らか い 」，「背が低 く見え る」， 「暖か い 」の 因子負 荷

量 が 高く，柔らか さの 因子とした，こ こ まで の 累積寄与

率 は 80．5 ％ で あ り，3色配色は 評価性，目立 ち，柔 ら

か さの 3 因子 で 解釈が 可能で あ る，

　 2 色配色と 3 色配色で 抽出された 因子に つ い て比較検

討 した ，第 1因子の 評価性の 因子 と第2 因子 の 目立 ち の

因子は両者 に 出現 し， 分類 された 形容詞 もほぼ同
一で あ

る．した が っ て こ の 二 つ の 因子は，被服 の 縞柄 イ メ ージ

に お い て固定され た 因子で あ る と考え られる．しか し 2

色配色の 第3 因子である背を高く見せ る因子と， 第 4因

子 で ある 柔らか さの 困子 の なか に 分類 された 形容詞は ，

3 色 配 色 に お い て 第 3 因子の 柔 らか さの 因 子の なか に ほ

と ん ど包含 されて い る．こ れ は 2 色の 繰 り返 しの 配列，

お よ び配色効果が長 さ よ り も幅 を強調す る結果に な っ た

もの と推察され る．ま た縞柄 に 対す る 面積比 の 効果 も関

与 した もの と思 わ れ る．

　 こ の 結果を小菅ら
s， が 行 っ た純色 と無彩色の 2 色配色

の 縞柄 イ メ
ー

ジ と比較す る と，本実験 の 評価性の 因子で

ある 「好きな」，「単純な 」，「ま とま りが ある」は，小菅

らの 単 純性 の因 子 で あ る 「嫌 い 」，「シ ソ プ ル な」，「や ぼ

っ た い 」 に 対応す る．また 目立 ちの 因子 で あ る 「強 い 」

と 「ダ イ ナ ミ ッ ク な 」 の 明 瞭性 の 因 子 で あ る 「弱 い 」，

「大胆な」，柔らか さの 因子で ある 「暖か い 」 は 軽快性 の

因子で あ る 「冷た い 」 に 対応す る．こ の よ うに お よそ類

似 し た 因子傾向を示 し た が ， 「好き」・「単純 な」 と 「嫌

い 」・「シ ソ ブ ル な」， 「強 い 」・「ダ イ ナ ミ ッ ク な」 と 「弱

い 」・「大胆な」 に お い て イ メ
ー

ジ 間に 矛盾が生ず る．こ

れ は 着装 と平面状態 との 相違 に よる もの と考 え られ る．

　2）　因子得点 の 分布

　次に 各試料の イ メ ージを検討す るた め，試料 ご とに因

子 得点 を求 め こ れ を イ メ ージ 空間に 布置 した．2色配色

の 結果 を 図 3−1〜3に 示 し説明す る．な お 3 色配色は 試

料数が多いた め省略 した．

　 1軸，評価性の 因子の プ ラ ス 側に は 面積比 1 ： 5， 1 ：

7，1 ； 10 の 配色 9，
　14，20，27，29が位置 し，白と の 組合

せ の 配色が 多い．な か で も基準 とな る縞柄 1 の 部分に 白

を 配す る もの が 因子 得点が 高い 傾 向 に あ る．マ イ ナ ス 側

に は す ぺ て の 面積比 に 対 し 配 色 4，　11，　17，　26が 位 置 し，

紫を配す る もの が因子得点が低 い 傾向がある．これ よ り

評価性 の 因 子 は 縞柄 の 配色が影響 してい る．

　1 軸 ， 目立 ち の 因 子 の プ ラ ス 側 に は各面積比 に 対 し配

色 且，5，6，7，8，16が 位置 し， 赤や 黄 と の 配色が 目立 つ 傾

向が ある．マ イ ナ ス 側 に は 各面積比に 対し配色 ！0，24，25

（1076）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

被服着装状態 に お け る縞柄 の 面積 と配色効果

　　　　 表 4．因 子 負 荷 量
2 色配 色

形 　容 　詞 　対 第 1 因子 第 2 因子 第 3 因子 第 4 因子

　 あ っ さ り し た 一くど い

　　　 　 好 き一嫌 い

　　　 　 調和一
不調和

ま と ま りが あ る
一ま と ま りが な い

　 　 や さ しい 一きつ い

　　　 軽快 な
一

重 々 しい

　　　 単純 な
一

複雑な

　　　 目 立つ
一目 立た な い

　　 活 動的 な
一し と やか な

　　　 明 る い
一

暗 い

　 　 　 　 強 い 一弱 い

背が 高 く見 え る
一

背が 低 く見 え る

　 ふ っ くら し た
一

ほ っ そ り した

　 　 　 繊 細 な一ダ イ ナ ミ ッ ク な

　　 柔 らか い 一硬い

　　　 暖か い 一冷た い

0．9560

．9190
．9100

．9020

．8520

．8080

．　756

　0．031

　0，1450

．503
− 0．6且30

．175
− 0．0330

．5350

．356
− 0．256

一〇．　115

　0．　07B
　 O．匪21

　0．067
− 0，289

　0．3250

．06609340grgO6420633

　 0．052

　 0．216
　 0．086

　 0．091

　 0」 18

　 0218
− 0．493
− O．　084

　 0．063

　 0．042
− 0．169

　0，063
　 0．080
− 0．493
− 0．0090

．408

　0．908
− 08180

．586
一

〇．2且3
− 0．297

　 0．058

　 0．　026
− 0．008
− 0．0妬

　 0．343

　 0293

　0，031

　 0．209

　 0．038

　 α 511

一
α 且99

− 0」 03
　 0．450

　0．182

1　 0．871

　 0．719

固 　有 　値 6．　944 3．　841 2．　247 L142

寄 与 　率 （％） 43．4 24．　0 14．1 7．1

累 積 寄 与 率 （％） 43．4 67．4 8L5 88．6

3 色配 色

形 容 詞 対 第 1因 子 第 2 因子 第 3因子

　 　 　 好 き な一嫌 い な

　 　 　 軽 快 な
一重 々 し い

　 　 　 単 純 な
一

複 雑 な

　 　 　 　 調 和一不 調 和

　 あ っ さ り し た
一くど い

ま と ま りが あ る
一

ま と ま りが な い

　 　 や さ しい 一きつ い

　　　 明 る い
一

暗い

　 　 　 目立 つ 一目立 た な い

　　 活動的な一しとや か な

　 　 　 　 強 い 一弱 い

　　　 繊 細 な
一ダ イ ナ ミ

ッ
ク な

　 ふ っ く ら し た一ほ っ そ り した

　　 柔 ら か い 一硬 い

背 が 高 く見 え る一背 が 低 く見 え る

　　　 暖か い
一

冷 た い

O．8740

．8540

．8430

．8240
．7800

．7790
．7210

．630

　 0．024

　 0」 83
− O．419

　 0．　417
− O．　043

　 0．342

　0．　292
− 0，087

一〇」 96
− O」 86
− 0．059

　 0．058
− 0．494

　 0．　035
− 0．4180

．351

　 O．　901

　 0．845

　0．807
− o．798

　 0．IM

　 O．　osa
− 0，001

　0．598

一〇201

　 0．324

　 0，203
− 0。272

　 0．152
− 0．318

　 0．422

　 0．581

　 0．169

　 0．218
− 0．275
− 0．055

　0．866

　 0．　eOS
− 0．765

　 0．637

固　有 値 6．376 4．119 2．390

寄 与 率 （％） 39．9 25．7 14．9

累 積 寄 与 率 （％） 49．9 65．6 80．5
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｛目立ちの四子 ｝

　 　 皿

10 ＋2．o

01 ： 1
● 1：5
△ 1 ： 5
▲ 1 ；7

；
　 蠣

工
轌

　 の

　 　 囲

　　 子

　　 ）

　　　　　　　 図 3−1．1軸 と1軸 の 因子得点に よる イ メ ージ空間 （2 色配色）

評 価性 の 因 子 ： ＋ 側 は 面積比 1 ： 5，1 ：7， 1 ：10 の No．9 （黄 × 白）， 14 （青 x 白）， 20（白 x 赤），

27（白 x 緑），29（白 × 青） が 主 と し て 属 して い る．一側 は 面 積比 1 ： 且， 1 ： 3，1 ：5，1 ：7 ， 1 ： 10

の No ．4 （赤 x 紫），
11 （緑 × 紫），17 （緑 x 赤）， 26 （紫 × 緑）の 配 色 が 主 と して 属 して い る．

　目立 ち の 因子 ： ＋ 側 は 面 積 比 1 ： 且， 1 ： 3，1 ：5，1 ：7， 置：10 の No ・1 （赤 x 黄）， 5（赤 x 白），

6 （黄 x 緑 ），7 （黄 x 青）， 8 （黄 × 紫）， 16（黄 × 赤） の 配 色が 主 と して 属 し て い る．一側 は 面 積 比

工：1，1 ： 3，1 ：5，1 ： 7， 1 ： 10 の No．10 （緑 × 青）， 24 （白 x 黄），25 （青 × 緑）の 配 色 が 主 と し

て 属 し て い る．

が 位置 して い る．さ らに 面積比 1 ： 5，且： 7 の 配色 13，15

も位置 し，緑や 黄 との 配色が 多 くみ られ る．

　皿 軸，背を高 く見せ る 因子 の ブ ラス 側IUt面積比の 小

さ い 1 ： 1，1 ： 3が 集中 し配色 12， 14，15，22，27，29が特｝こ

背を高 く見せ て い る，反対に マ イ ナ ス 側に は面穣比の 大

きい 1 ：7，1 ： 10が集中 し 配色 3，　5，　9，　15，　16，
　19，

　2tは 背

を低 く見せ て い る，こ の よ うな因子に は 縞柄の 面積比が

関与 して い る こ とが わか る．

　IV軸 ， 柔 らか さ の因 子 の プ ラ ス 側 に は 面積比 置： 5，

1 ： 7，エ： 10 の 配色 9，16，24 が 位置 し， 黄や白は柔 らか

い イ メ
ージを与え ，

マ イ ナ ス 側に は 面積比 1 ：3，1 ： 5，

60

1 ：7，1 ： 10 の 配色 13， 14，18，22，25が位置 し， 青は 硬い

イ メ ージを 与え て い る．こ の よ うに 各 イ メ ージに 影響す

る縞柄の 様子が確か め られ た．

　（2）縞柄の イ メ ージ分析

　D　分散 分析

　被服 の 縞柄イ メ ージ の 各因 子 に 及 ぼす面積比 と配色 ・

配置効果を検討す るた め，因子得点を用 い て 2色配色は

5水準 の 面積比 ， 30水準の 配色 ・配置，3 色配色は 3水

準の 面積比 ， 且20水 準の 配 色 ・配置を変数 と し て 分散分

析を行 っ た．

　そ の 結果， 表5 に 示す よ うに 2 色配色の 場合，4因子
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｛冑を高く 見せ る困 子 ）

　 　 　 皿

・ 葛

　讐

（

騨

緬

　　　　　　　 図 3−2．1軸 と皿 軸 の 因子得点 に よ る イ メ
ージ空間 （2 色配色）

背 を 高 く見 せ る 因 子 ： ＋ 側 は 面積 比 1 ： 且， 1 ： 3 の No ・12 （緑 × 白），
14 （青 x 白 ）・15（紫 × 白〉・

22 （青 x 黄），25 （青 x 緑）， 27 （白 × 緑 ），29 （白 × 青） の 配 色 が 主 と し て 属 し て い る ．一
側 は 面積

比 艮：7，1 ： 10 の No ．　S （赤 x 黄），5 （赤 x 白），9 （黄 x 白）， 15 （紫 × 白）， 16 （黄 x 赤）， 19 （赤

x 紫）， 21 （緑 × 黄） の 配 色が 主 と し て 属 して い る．

共 に 面積比 ， 配色 ・配置の 主 効果は 1％水準 で 有意性が

認 め られ ， 縞柄イ メ ージに 影響す る，な か で も第 3因子

の 背 を 高 く見せ る 因子 に は面積比，第 1 因子の 評価性 の

因子に は配色 ・
配置の 影響 が 大で あ る． 3 色 配 色 の 場 合

も 2 色配色 と同様，全体 を 通 し て 有意性 が 認め られ，面

積比と配色 ・配置は 縞柄の イ メ ージに 対 し深 い 関係があ

る こ とが判明 した．

　2） 要因分析

　次 tc個 々 の 分析比 と縞の 色 を カ テ ゴ リーとして ， 縞柄

イ メ
ージに どの 程度関与す る か を数量化理論 1類を用 い

要因分析を行 っ た．結果 は表 6 に 示す．

　 2 色 配 色 に お け る第 1 因子，評価性 の 因子 の 面積比，

縞の 色 ，
a （基準 とな る縞幅の 色），　 b （他方 の 縞幅 の 色 ）

の 偏相関係数は 0．5SgS ， 0．8257，0．9044で b の 縞の 色 の

影響が最も大きい。要因得点を み る と，面積比 は 且：1

か ら 1 ；10 へ と bの 縞幅が大 となるに 従 い 高くな る．縞

の 色は a，　b と もに 無彩色 の 白が高く，続 い て 青 とな っ て

い る．こ れ よ り評価性 の 因子 を高め る縞柄 は 1 ： 10、1 ：7

な ど面積比 が大 で ，そ の 部分に 白 を 加えた 白 と青の 配色

と言 え る．なお 評価性 が低 い 縞柄は，面積比 の 小 さ い 赤

と紫の 配色 で あ る．

　第 2 因子 ， 目立 ち の 因 子 は うの 縞の 色の 偏相関係数が

O．　6923 で あ り影響が 大 きい ．要因得点 は面積比が 1 ： 1
，

縞 の 色 は ag　b と も に 黄や 赤が 高 く，こ の 組合せ が目立

ちの 因子に 貢献す る．こ れは 人間 の 目が 赤や 黄 の よ うな

長波長に 注 目 しやす い 性質を も っ て い る とい わ れ る誘目

性
6⊃

の 結果 と，着装 上 に お い て も
一

致 し た．

　第 S 因子，背 を 高 く見せ る 因 子 は 他の 因子 に 比 ぺ 面積
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1

　　　　　　　　図 3−3．1 軸 とIV軸 の 因子得点に よ る イ メ
ージ空間 （2 色配色）

柔 ら か さ の 因 子 ： ＋ 側 は 面 積 比 1 ： 5， 1 ： 7， 1 ： 10 の No ・9 （黄 × 白 ）， 16 （赤 × 黄），24 （白 x

黄 ）の 配 色が 主 と して属 して い る．一側 は 面 積 比 1 ：3，且：5，1 ：7，1 ： 10 の No ．13 （青 x 紫），

14 （青 x 白）， 18 （青 × 赤），
22 （青 × 黄），

25 （青 × 緑）の 配 色 が主 と し て 属 し て い る．

比 の 偏相関係数が 0．8851 と大 き い。そ の うえ ， 縞の 色

a ， b よ りも面積比 の 影響が大きい ，面積比 の要因得点は

1 ：且0 か ら 1 ： 1 へ と順 に 高 くな り，面積比 が小さ い 縞

柄 が 背を 高 く見せ る．こ れ は 縦 の 縞柄 は 上 下 方向に 伸 び

る 方向性をもっ て は い る が ， 面積比 が異 な る と縞幅とな

る 線と線へ と視線を左右に 誘導させ るた め ， 面積比 の 大

きい 縞柄 は 小 さい 縞柄 に比 べ い っ そ う幅 を感 じさせ ，こ

の よ うな結果が生 じて きた もの と考え られる．そ し て 縞

の 色は青と白の 配色が効果的で ある．

　第 4 因 子，柔 らか さの 因子 は b の 縞の 色の 偏相 関係数

が 0，8533と大 きい．要因得点 は面積比 1 ：laa の 編の

62

色は 黄 と赤 ， bの 縞の 色は 黄 と赤以外 に 白も高 く， こ の

組合せ が柔らか さの 因子に 貢献す る．とくに δの 縞幅が

黄，白 の 場 合に 影響を 及 ぼす ，反対に 緑 と青 の 配色は，

硬さ が 表れ て くる．

　4 因子 ま で の 重相関係数 は ， 第2 因子が や や低 い 数値

を 示 して い る が他の 因子は O．　85以 上 あ り，2 色配色に

よる被 服 の 縞柄 イ メ ージ の 面 積比 と配 色効 果 は こ れ ら の

要因 で説 明づ け られ る．

　つ づ い て 3 色配色 につ い て 検討 した．こ の とき，要因

と な る カ テ ゴ リー
は 2色 配色 と同 じ よ うに 個 々 の面積比

と縞の 色に より て分析を 行 っ た が重相関係数が 低い た め ，
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被服 着装状態に お ける 縞柄 の 面積 と配色効果

　　　　　　　　 〈 2 色配 色〉

第 1因 子 （評 価性 の 因 子）

表 5．分散分析結果

　　　　　　　　　　　　　　 〈 3 色 配色〉

　　　　　　 第 1 因子 （評価性 の 因子）

要 　 因 平方 和　自由度　不 偏 分散　　F 　値 要 　 因 平 方 和 　 自 由度　不 偏分散 　　F 　値

面　積　比

配 色 ・配 置

残　　　差

　 8，980　 　 　 4

127．616　　　 29

17．561　　 1置6

2．245　　　　14．867率串

4．401　　　　29，145畢串

0，151

面 　積　比

配 色
・配 置

残　　　差

　 1．317238
．13122

．6監5

　 21192380．6592
，0010

，095

6，936帥

2且，063零寧

総 計 IM．157149 総 計 262．058359

第 2因子 （目立 ち の 因子） 第 2 因子 （目立 ち の 因子）

要 　 因 平 方 和 　 自由度　不 偏分散　　F 　値 要　因 平 方 和 　 自 由度　不 偏分散 　　F 　値

比

置

差

　

配

積

・
　

色

面

配

残

　 5．857　 　　 4

112．170　　　　29

31．458　　　116

1．464　　　　　5．402宰＊

3．868　　 14．273林

0．271

面　積　比

配 色 ・配 置

残　　　差

13，071247

。45830

，83且

　 21192381．　0842

．0790
．129

8．406鉢

16．〔｝42艸

総 計 149．485149 総 計 29L360359

第 3因子 （背 を高 く見 せ る 因子） 第 3 因子 （柔 ら か さ の 因 子 ）

要 　因 平 方和 　 自由度　不偏分散　　F 　値 要　因 平方和 　自由度　不偏分 散　　 F 　値

面 　積　比

配 色 ・配置

残 　 　 　 差

1艮5．810　　　　　4

22．624　　　　29

26．032　　　116

28．952　　　129．250串串

0．780　　　　　3．482喚事

0，224

面 　 積 　 比

配色 ・配 置

残 　 　 　 差

　 0．52525
且．83617

．374

　 2
】19238

0．2622
．H60

，073

3．583串 事

28，999林

総 計 164．466149 総 計 269．　735359

第 4因 子 （柔 らか さの 因 子 ）

要　因 平方和 　自由度　不 偏 分 散　　F 　値

面 　積　比

配 色 ・配 置

残 　　　差

10．725　 　 　 4

111．112　　　 29
24．S34　　　1且6

2．68且　　　　12，767事 掌

3，83皿　　　　　18．243寧孝

0．210

総 計 146．且71 且49

＊Il
％ 有 意

隣接す る色相差の 関係を類似，対比，無彩色とし て 調ぺ ，

再 び分析を 試み た ．そ の 結果，重 相関係数 は ま だ低 い 数

値で は あ るが 大略，面積比，配 色 ・配 置，色相関係 の 3

要因で 説明可能で あ る と判断 した．

　第 1因 子，評 価性 の 因 子 は 縞の 色 b，C の 偏相 関 係数 が

0，620LO ．6339 と高く，両者の 影響は 同 程度で あ る．要

因得点か ら面積比は 1 ：3 ：6，縞の 色は 白 と黄 と青の 配

色，色 相関係 は 対 照 ・ 無彩色・・ 無彩色が評価姓 の 因子 に

関与 して い る こ とが わ か る．こ れ は面 積比 が大 で，縞 の

色が白 と青の 組合せ を示 し た 2 色配色の 結果 と同傾向で

あ る．

　第 2 因子，目立 ち の 因子 の 偏相関係数 は，3 因子 の な

か で 最 も面積比 の 数値が 大 きい ．要因得点 よ り面積比 は

且： 3 ：6，縞 の 色は青と黄と赤の 配色，色相関係は 類似・

対 比 ・対比 が 関与す る，こ こ で も配色は 2 色の 場合 と似

た 傾向を 示すが 面積比は 逆傾向を示 し て お り， 色 数が 多

くな るほ ど，縞幅に 配す る色の イ メ ージ が見え方 に 影響

を 及ぼ し て くる もの と考 え られ る，

　第 3因子，柔 らか さの 因子の 偏相関係数は ， 面積比 の

影響が小 さ く，縞の 色の 影響 が大 きい，要因得点か ら，
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日 本家政学会誌　Vol．42　No．　12 （1991）

　　　　表 6．要因分析結果
2 色配 色

カ テ ゴ リ
ー
　　　　　　 第 1 因子
　　　　　　　　　　　 “
a ：b　 要 因 得点 　偏相関 係 数

第 2 因 子 第 3因 子 第 4 因子

要 因得 点 　偏 相 関 係 数 　要 因得 点 　偏 相 関係数　要因得点　偏 相 関係数

面　積 　比

1　： 1　　　
− 0，3776

1　： 3　　　− 0，1893
工： 5 　 　 0．且209　　0．5393
1　： 7　　　　0，1652
1　： 10　　　　0，2809

　0．30590
，置001

　0，1523
− 0，0912
− 0．0276

　 　 　 　 　 1．2441
　 　 　 　 　 0．6068
0，2750　　　　　0，0663　　　0。8851
　 　 　 　 − 0．7331
　 　 　 　

− 1．1842

一〇．4911
− 0，0287
　0，0767　　　0，482S
　O．1460
　0．2970

配色 ・配 置

　 　 　 　 　 R
　 　 　 　 　 Y
　　　a 　　G
　 　 　 　 　 B
　 　 　 　 　 　P
　 　 　 　 　 W

一〇．5066
− 0，0372
− 0，2041
　0，0619
− 0．498艮
　 1，且842

O．　8257

　O．2574
　0．4399
− O，3苴93
− 0，0942
− 0．4520
　0，1709

　 　 　 　
一

〇．2968
　 　 　 　 − 0。0387
　 　 　 　 　 0，0434
0．4119　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．3087
　 　 　 　 　 0，1622
　 　 　 　

− 0，0162
　 　 　 　 　 0，146且

　0．3357
　0．4145
− 0．203且
　 　 　 　 　 0．5704− 0．6168
　0．0363
　0，0332

RYGBPW　

　

ゐ

一
〇．5501

− O．0730
− O．3746
　 0．1396
− O．8485
　 1．7068

　 　 　 　 　 0．6373
　 　 　 　 　 1．0539
　 　 　 　

− 0，427量
0，9044
　 　 　 　 　 0．0フ76
　 　 　 　

− O，9039
　 　 　 　

− 0．4379

　 　 　 　 一〇．4288
　 　 　 　

− 0．196且

　 　 　 　
一

〇．0699
0。6923　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．5689
　 　 　 　 　 0．5130
　 　 　 　

− 0．1602
　 　 　 　 　 0，3422

　0．5798
　0．8且39
− 0．4300
　 　 　 　 　 0．8533− 1，5603
　0．0351
　0，5614

重 相関 係 数 0．9262 0．7218 0，8974 0．8706

3 色配 色

カ テ ゴ リ
ー

第 1 因子 第 2 因子 第 3因 子

a ：b ：‘ 　要因得点　偏相関係数 　要因 得点　偏相関係数 　要 因 得 点 　偏相関 係 数

面　積 　

13

β
D

　

且

20
」

比

−

且

且

一〇，1230
　 0，0444
　0，07860

，且210
一

〇．2452
　 0，0115
　0，2337

　 　 　 　 　 0．0226
0．2505　　　　　0．0400　　　0．088且

　 　 　 　
一

〇．0626

RYGBPW
置配●色配

4

一〇．3939
− 0。1517
− 0．55童8
− 0．2321
− 0．58且2
　 置．9109

0．5307

　 0．5594
　 0．3887
　0．1250
　0．3734
　0．0572
　

且．5039

　 　 　 　 　 0．且529
　 　 　 　 　 0，2540
　 　 　 　

− 0．33060．　3841　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．5539
　 　 　 　 − O．6470
　 　 　 　 − 0．4714
　 　 　 　 　 1，0422

RYGBPW　

　

う

一
〇．5305

− 0．2395
− O．6099
− 0．3553
− 0，6978
　 2，4333

0．620且

　 0，6502
　 0，5724
　 0，0417
　 0．1975
　 0，0078
− L4698

　 　 　 　 　 0．1802
　 　 　 　 　 0．5星87
　 　 　 　

− 0．3234
0，3926　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．5981
　 　 　 　

− 0．8545
　 　 　 　

− 0．4804
　 　 　 　 　 0，9594

RYGBPW

C

一〇，37且9
　0，0679
− 0，8269
− 0．3667
− 0．8898
　 2．4554

　 　 　 　 　 LO905
　 　 　 　 　 0，5670
　 　 　 　 　 0．24440．6339
　 　 　 　 　 0．2966
　 　 　 　 　 0．0228
　 　 　 　 　− 2．22且5

　 　 　 　 　 0．4257
　 　 　 　 　 0．8156
　 　 　 　 − 0．66640．5320　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0，7514
　 　 　 　

− 1．2824
　 　 　 　

− 0．6519
　 　 　 　 　 1．3593

係

類

対

無

無

関相

類

類
類

対

色

対 　 　 一
置．0238

蘯　
一8：黝 　o・・41M

無　　　0．9761

　 0．4744
　 0．6875
− 0．7030
− 0，4588

　 　 　 　
一

〇．4987
　 　 　 　

− 0，5871
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．51020．27且9
　 　 　 　 　 0．6095
　 　 　 　 　 0．壬762

重 相関係 数 O．8且18 0，7019 0．7920

磁 （1082）
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被 服 着装 状 態 に お け る 縞柄 の 面積 と 配 色 効果

縞の 色 は 白 と黄 と赤の 配色，色相関係 は類似 ・無彩色 ・

無彩色が関与して い る こ とが わか る，

　こ れ よ り， 3 色 配色 に よ る被服 の 縞柄 イ メ ージ に は 面

積比 と配色，な らび IC色相関係もか か わ っ て くる こ とが

確か と な っ た．そ し て 2 色配色 か ら 3 色配色に 変化す る

と面積比 の 影 響は 小 さ くな り，縞 の 色 と な る 配 色の 影響

が 次第に 大 きくな る こ とが 明 らか とな っ た．

　4． 結　　験

　被服着用状態に よる 縞柄の イ メ
ージに 及ぼす面積と配

色効果 に つ い て 検討す るた め，種 々 の 面積比 と純色 6 色

の 色彩を組み 合わ せ ， 2色な らびに 3色配色を施 し ，
カ

ラ
ーシ ミ ；レ ータ を使用 して 実験を行 っ た 。そ の 結果，

次の よ うな結論を得た．

　面積比 の 異な る縞柄 の イ メ
ー

ジ は ， 2 色配色の 場合，

評価性 の 因子，目立 ち の 因子，背を高 く見せ る 因 子，柔

らか さ の 因子で 表 され ， 3色配色 の 場合 ， 評価 性 の 因 子，

目立 ち の 因子 ， 柔らか さの 因子で表され る．

　縞柄の イ メ ージ 因子 に は ，面積比 と配色が寄与し 2色，

3 色配色 と もに 有意性 が 認め られ，両者が影響を及ぼ し

て い る こ とが確か となっ た．

　面積比 と配色を カ テ ゴ リ
ーと して 要 因 分析 を 行 っ た と

こ ろ， 2 色配色 の 評価性の 因子 に は 面積比 1 ： 10， 1 ： 7

で 白 と青 の 配色 ， 目立 ち の 因子に は 面 積比 1 ： 1，1 ：3

で 赤と黄の 配色，背 を 高 く見 せ る配 色に は 面積比 1 ： 且

で 青 と白の 配色 ， 柔らか さの 因子 に は 面積比 1 ： 10で赤

と黄，黄 と白の 配色 な どが 関 係す る．

　同様 に 3色 配色 に お い て ，評価 性 の 因 子 に は 面 積比

1 ：3 ： 6 で 白と黄 と青の 配色 ， 対照
・無彩色 ・無彩色の

色相関係，目立 ち の 因子 に は 面積比 且： 3 ： 6 で 青と黄と

赤の 配色，類似 ・対照
・対照 の 色相関係，柔らか さの 因

子に は 且：2 ： 3で 白と黄 と赤の 配色，類似 ・無彩色 ・無

彩色の 色相関係がか か わ っ て くる．

　以上 ， 面積比 の 異なる 被服 の 縞柄イ メ ージに は 配色の

影響が 大 で は あ る が，そ こ に は面積効果 も関与し美的効

果を 高め る うえ で 重要な 役割 を果た して い る こ とが 明 ら

か とな っ た ．
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